
　
ラ
イ
フ　
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン

　
別
院
の
西
側
に
建
設
中
だ
っ
た
ラ
イ
フ

東
天
満
店
が
11
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
ラ
イ
フ
東
天
満
店
で
は
生
鮮
食
品
や
お

惣
菜
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
や
健
康
に
こ
だ

わ
っ
た
商
品
（
ビ
オ
ラ
ル
）
な
ど
が
取
り

扱
い
予
定
で
す
。
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は

人
の
流
れ
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
別

院
、
お
墓
参
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
ラ
イ
フ
で

お
買
い
物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
本
念
寺

本
念
寺

　
　
住
職
：
辻
岡　
恵

　
　
住
所
：
大
阪
府
大
東
市
氷
野
一
丁
目
十
番
十
三
号
　

沿
革

　　
氷
野
村
関
係
の
文
書
は
多
く
が
焼
失
し
た
と
い
わ

れ
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
初
年
と
見
ら
れ

る
「
本
念
寺
明
細
帳
」
に
は
、
そ
の
由
緒
に
つ
い
て

「
天
文
5
（
１
５
３
６
）
年
8
月
、
開
基
道
欽
と
申
す

者
は
本
願
寺
證
如
上
人
の
法
弟
と
な
り
、
此
の
地
に
お

い
て
一
宇
を
建
立
し
正
福
寺
と
号
す
。
そ
の
後
慶
長
年

間
、
教
如
上
人
東
本
願
寺
建
立
の
時
、
東
本
願
寺
の
末

刹
と
な
り
、
寺
号
を
本
念
寺
と
改
称
す
。
そ
の
後
由
緒

記
等
紛
失
し
、
開
基
の
性
氏
・
歴
代
の
事
跡
攷
（
か
ん

が
う
）
る
と
こ
ろ
な
し
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
事

が
何
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
天
文
5

年
に
道
欽
と
い
う
人
物
に
よ
り
開
基
さ
れ
、
当
初
は
正

福
寺
と
称
し
た
が
、
東
西
本
願
寺
が
分
立
し
た
時
、
本

念
寺
と
改
め
東
本
願
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

大
阪
市
北
区
東
天
満
１
―
８
―
２
６

０
６
―
６
３
５
１
―
３
５
３
５

代
表
者 

輪
番
・
奥
林 

曉

720 号
2024
11/1

　「
誰
か
の
為
に
生
き
て
こ
そ
、
人
生
に
は

価
値
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
。

  

自
分
だ
け
が
幸
せ
に
な
る
努
力
は
虚
し

く
、
継
続
し
難
い
が
、
人
が
幸
せ
に
な
る
た

め
の
努
力
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
、
継

続
で
き
成
長
で
き
る
。

  

思
考
、
発
想
を
変
え
る
こ
と
で
努
力
で
き

る
の
だ
と
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

                                                  （
H
）　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
後
記

法要・行事予定

４

　５日　同朋の会
　９日　天満別院合唱団「みのり」　　　（１４時）
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経  　 （１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　  　　 （８時）　
２７日　宗祖聖人御命日御逮夜　 　  　（１４時）
２８日   宗祖聖人御命日　兼日中 　  　　（８時）
　　　　　法話：輪番　
３１日　歳末昏時勤行　　　　　　　   （１５時）

　　
 

　　
 

おあさじに
3 3 3 3 3

お参りしましょう！！
毎朝７：４５分〜８：３０頃まで
※土、日は職員による感話があります。
一人でも多くのご参拝をと、願い続けて
います。　　

11 月
　４日　逹如上人御祥月御命日　　   　　（８時）　　
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経   　（１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　   　　（８時）
１８日　大和大谷別院団体参拝　（１０時半出発）
２１日　本山御正忌団体参拝   （７時４５分出発）
２４日　顕如上人御祥月御命日　　   　　（８時）
２７日　宗祖聖人御正忌御逮夜　　  　 （１４時）
２８日　宗祖聖人御正忌晨朝  　　   　　 （８時）
　　　　宗祖聖人御正忌日中      　　　（１０時）
　　　　　法話：輪番

12 月

TEL:

カウンター 8席・テーブル 2席。
女性お 1人様もお気軽にご来店ください。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
聖
徳
太
子
像
・
七
高
僧
像
な

ど
の
什
物
が
あ
り
、
聖
徳
太
子
像
の
裏
書
に
は
「
釈
一

如
　
河
内
国
八
ケ
所
氷
野
村
　
総
道
場
本
念
寺
」
と
あ

る
。
下
附
年
号
は
な
い
が
、
一
如
上
人
は
東
本
願
寺
16

世
門
首
で
、
在
位
は
延
宝
6
（
１
６
７
８
）
年
5
月
か

ら
元
禄
13
（
１
７
０
０
）
年
４
月
ま
で
な
の
で
、
こ
の

23
年
間
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
本
念
寺
は
、

中
世
後
期
ご
ろ
に
寺
基
を
開
き
、
近
世
前
期
に
確
立
し

た
よ
う
で
あ
る
。
境
内
に
は
5
基
の
五
輪
塔
が
残
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
年
代
の
古
い
も
の
は
明
応
4
年
の
紀

年
銘
を
も
ち
、
こ
れ
は
当
寺
の
開
創
に
先
立
つ
こ
と
40

余
年
、
蓮
如
上
人
が
大
坂
石
山
に
坊
舎
を
結
ぶ
2
年
前

で
、
真
宗
教
団
の
河
内
進
出
が
活
発
化
し
た
時
期
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
供
養
塔
が
真
宗
に
関
わ
り
が
あ
る
か
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
何
ら
か
の
仏
教
上
の
施
設
が
存
在

し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
立
像

は
南
北
朝
時
代
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
念
寺
で
は
同
朋
の
会
、
正
信
偈
の
会
、
尼
講
和
讃

講
を
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
永
代
経
、
報

恩
講
、
修
正
会
、
盂
蘭
盆
会
等
の
法
要
も
勤
修
さ
れ
て

い
る
。
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
同
朋
新
聞
は
御
門
徒
が

毎
月
配
布
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
る
。御
住
職
は「
役

員
が
お
手
伝
い
を
通
し
て
お
寺
へ
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
近
隣
に
は
新
し
い
戸
建
て
住
宅
が
増

え
て
き
て
い
る
が
、
お
寺
と
の
関
わ
り
が
な
い
。
お
寺

の
法
要
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
毎
月
の
行
事

は
大
切
に
し
て
い
ま
す
」と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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　今年から結願逮夜のお勤めは、　今年から結願逮夜のお勤めは、
正信偈「句切」というお勤めに変正信偈「句切」というお勤めに変
わりました。あまり聴き馴染みのわりました。あまり聴き馴染みの
ない節や高々とした声が本堂内にない節や高々とした声が本堂内に
響きました。響きました。

　佐世保別院御輪番である武宮信　佐世保別院御輪番である武宮信
勝師に御法話をいただきました。　　勝師に御法話をいただきました。　　
七ヶ月ぶりに天満別院に来られ皆七ヶ月ぶりに天満別院に来られ皆
さんとの再会を楽しまれ、時よさんとの再会を楽しまれ、時よ
り獅子吼のように声が本堂内に響り獅子吼のように声が本堂内に響
き、懐かしさも感じながら皆さんき、懐かしさも感じながら皆さん
熱心に聴聞されていました。熱心に聴聞されていました。

　

２３

ご
報
告

　
御
伝
鈔
練
出
し

　
報
徳
会
（
音
楽
法
要
）

　
な
に
わ
の
宮　

　
　
　
　
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　
去
る
10
月
19
日
（
土
）、
な
に
わ
の

宮
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し

た
。
な
に
わ
の
宮
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
と

は
古
代
の
大
阪
に
置
か
れ
た
王
宮
で
あ

る
難
波
宮
を
中
心
と
す
る
リ
レ
ー
形
式

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
講
演
会
と
街

歩
き
が
行
わ
れ
今
回
は
講
演
会
の
「
大

坂
本
願
寺
か
ら
天
満
本
願
寺
へ
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
別
院
に
深
く
関
係
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
普
段
聞
く
こ
と
の
で

き
な
い
歴
史
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　　

大
和
大
谷
別
院
報
恩
講

　　
　

　
別
院
門
徒
会
と
し
て
、
団
体
参
拝
を

左
記
の
通
り
計
画
致
し
ま
し
た
。
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
記
　

日   

程
　
11
月
18
日(

月)

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半
出
発

集   

合
　
天
満
別
院
　
本
堂

参
加
費
　
１
人
2
０
０
０
円
　
　

※
参
加
希
望
の
方
は
11
月
11
日
ま
で

に
別
院
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　
本
山
御
正
忌
報
恩
講

　
11
月
21
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
「
御

正
忌
報
恩
講
」
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

別
院
門
徒
会
と
し
て
団
体
参
拝
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
昼
食
は
旬
の
食

材
を
使
っ
た
京
料
理
を
金
水
亭
に
て
、

そ
の
後
紅
葉
の
名
所
と
知
ら
れ
る
粟

生
の
光
明
寺
を
参
詣
い
た
し
ま
す
。
　
　

　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

合
わ
せ
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。　

日   

程
　
11
月
21
日(

木)

　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
半
集
合

　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
45
分
出
発

集   

合
　
天
満
別
院
　
本
堂

参
加
費
　
１
人
５
０
０
０
円

※
参
加
希
望
の
方
は
11
月
15
日
ま
で

に
別
院
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
い
た
だ

く
か
10
月
号
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す

申
込
み
用
紙
で
の
申
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　　　　　　（〜２０２４年報恩講特集〜）（〜２０２４年報恩講特集〜）
　十方微塵世界の　念仏の衆生をみそなわし　十方微塵世界の　念仏の衆生をみそなわし
摂取してすてざれば　阿弥陀となづけたてまつる　　　　　摂取してすてざれば　阿弥陀となづけたてまつる　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（『浄土和讃』）　　　　　　　　　　　　　　　　　（『浄土和讃』）

現代語訳現代語訳
ありとあらゆるご本願の働きを信じて、お念ありとあらゆるご本願の働きを信じて、お念
仏申す生きとし生ける者をご覧になって摂め仏申す生きとし生ける者をご覧になって摂め
とりむかえ取って、決してお捨てにならないとりむかえ取って、決してお捨てにならない
如来さまでいらっしゃるので「阿弥陀さま」如来さまでいらっしゃるので「阿弥陀さま」
とお呼び申しあげるのですとお呼び申しあげるのです

ご
案
内
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